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は じめ に ～東総広域圏の史なる発展に向けて～

この束鮭地 区広域市町村 圏が十戒 の大合併 に よる新体制でスター トして､早 い も

ので 2年が経過 いた しました｡

少子高齢化社会の到来や高度情報化 の進展_､国民一人 ひと P)の価値観 の多様化等､

今後 ます ます成熟化 してい く社会においては､戒が回の行政練達 を中心 と して､ 中

央集権型社合 か ら住 民や地域 の視点 に立 った地方分権型社会-の変革が求め られて

います｡

この ような中､東経広域 圏において も､住 民の生活圏の広が r=こよ恒も域 のニー

ズに応 じた住環境整備や福祉 ･医療施 策な ど広域的な行政サー ビスの充実が望 まれ

てい ます,

また､イ馴生的で活力ある地域 を創 るためには､ この地域 の恵まれた 自然環境 と､ それを基 に した観光資

源や産業基盤等を活か し､ 圏域購戚市が建増 し合 うことが壬貴ですQ

この ような状 況を増 まえ､魅力ある東経広域 圏の更なる発展 には､ 多種 多様 な面で行政 の効率化の並 進

を図 ってい くことが不可欠な鼻音であると考 えています｡

これか らも地域住 民の皆 さんと一体 とな り､人 と自然が調和 し､妥心 して象 らせ る地域 山ふ るさと泉総''

の実現 をE]婚 して､J三城行政 に取 り組んで参 ります｡Z:

束総地区広域市町村圏事務組合管理者 (地市長) 伊 藤 忠 良 ､
二! 

_ 黒 稔 地 区 広 嘩 市 F)村 田 事 務 租 唾 ⊥ ⊥ ｣i _

巨]事務観音の構成

構成団体 :銚子市､旭市､匝瑳市
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[司事積租意向組織

報告議員(9) 監査 r 昌 (2J人 1 切手 iiiii 国鮎国 巨 〒-

回 情 報 公 開 制 度 ･個人億報保護制虚の運用状況

開示請求件数 --5件 開示請求件数 ･･････0件

うち 開 示 件 数 5件
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銚子連絡道路 

1日 ._9A厘桓 ooo地区大会 塑区→ 盛区ヰ T軸盾間壇09琶間O ;直

平成 19年 5月30日､旭市いいおかユー トピアセンターにおいて第 10回
となる銚子連絡道路整備促進地区大会が国 ･県 ･沿線市町関係者等大輿

の方々の参加のもと開催されました｡

そのなかで､5市 4町 (山武地区 2市 4町､東船地区 3市)の首長 ･

議長で構成される山武 ･東絵地域広域幹線道路網整備促進期成同盟会の

会長 (旭市長)は大会代表としてあいさつに立ち､｢食糧供給の源｣ ･

｢地域医療及び防災の拠点｣としての山武 ･東総地域の重要性と今後の

地域活性化 ･発展のための基盤施設とti:るこの道路の早期完成の必要性

を訴えましたO

雫望活動

第 10回銚子連絡道路整備促進地区大会での決議を受けて､山武 ･東総地域広域幹線道路網整備促進期成同盟会

は､地元選出議員である林幹雄衆議院議員とともに､平成 19年 8月 2日と11月 5日の二度にわたり国土交通省や財

務省を訪問し､銚子連絡道路の早期完成へ向けての要望活動を行いました｡ 

11月 5日の訪問では､財務省での活動の際に額賀財務大臣に直接会見 し､山武 ･東総地域の発展はもちろんのこ

と､全線開通によって豊富な農産物､観光資源等､山武 ･東総地域の優れた糞質を首都圏においても機能的に活か

すことが可能となる銚子連絡道路の有用性を声高々に訴え､一日も早い完成を目指して要望を行いました｡

期成同盟会は､これからも銚子連絡道路の早期完成に向けて､関係機関への要望等に取り組んでいきます｡

現在､東総地域内で発生 したごみは銚子市清掃センター (銚子市)､旭市クリーンセンター (旭市)､松山清掃工

場 (匝瑳市)の 3施設でそれぞれ処理されています｡老朽化による施設の更新に当たっては､3市それぞれで焼却

施設を建設するよりも､ 1ヶ所の施設で処理を行った方が様々7LiメリットがありますO

一般にごみ焼却施設の耐用年数は15年と言われていますが､銚子市の焼却施設は稼動後すでに21年を経過 し､同

様に旭市か15年､匝瑳市が24年とそれぞれ老朽化が進んでいます0

今から焼却施設を建設するとなると､建設用地決定後､環境影響調査で約 3年､建設工事で約 3年と､最短でも 
6年を要すため､ごみ処理の広域化を早急に進めていく必要があります｡

東総地域におけるごみ処理の広域化については､旭市道正地区を建設候補地として住民説明会を開催 し､必要性

を説明して参りましたが､他地区からのごみを受け入れることへの抵抗や､周辺道路の交通渋滞等､居住環境の悪

化を懸念する声が多く出され､理解を得られなかったことから候補地を見直すことといたしました｡

しかしながら､ごみ処理施設は私たちの生活になくてほならIj:い施設ですO

今後事業を進めるに当たっては､住民の方々に充分な説明を行い､協力 していただけるよう努力 して参ります｡ 
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平成 19年 7月24日か ら28日 (4泊 5日)の日程で､圏域内中学生31名により 『束縛地区中学生海外派

遣研修 (シンガポール)』を実施 しました｡

研修期間中は､班別 自主研修をは じめウィットリー中学校 との交流会､現地 日系企業への訪問､ シン

ガポールのシンボルであるマーライオンの見学､ リバークルーズ等を行いました｡ 

F 層 毎 喜 宗 ≡

訊問記念鼠を苧相野つて ,J L タン - IJ- - て･ 5q輔耕一J都市間轟品 nボール幡鞄園 UTワ化京再掲旺
班別自主研修では､事前の研修会で計画 した自分たちの行動予定に基づいてシンガポールの街を散策

しました｡

出かける際には､緊張のせいか皆一様に落ちつかない表情を していま したが､行動開始後には事前に

学習 していた英会話に加え身振 り手振 りを交えながら､各班 ともに協力 し合い､楽 しみなが らそれぞれ

の目的地を目指 しました｡

ウィットリー中学校での交流会では､現地の中学校生

徒による校内案内と民族舞踊が披露されました｡

特に民族舞踊はとても同年代の中学生のものとは思え

ない出来栄えで研修団一同とても感動 しました｡

私たち研修団からは英語劇 ｢桃太郎｣を披露 し､その

後はお互いの友情の証として日本から持参 した記念品を

交換 したり会話を楽 しんだりと､短い交流時間のなかで

はありましたが､友好を深めてきました｡

研修では､中国系やイスラム系､インド系等で形成 さ

れている多民族国家であるシンガポールで､言語や食事

をは じめとする文化 ･風習､生活観及び宗教観の違いを､お互いが理解 ･尊重 し合い､生活 している様

子を肌で実感することができました｡

この経験が､今後の東総地域の将来を担 う中学生たちにとって国際化社会 -の関心を高めるととも

に､ 日本の文化ひいては地域の文化を再認識することに繋げて欲 しいと考えます｡

･J昼 勇 躍 鞄 襲 撃 等 鞄 i脚 嘩 事 .XJ

構成者 .一部事跡親告の政見堤頗昧静を合同で

実施 u､纏丑の韓滴 .輝用候補者の盟質の均-

化を圃 LJます｡

構成市職最の公務免と L.て執務に必重な基礎

的知識を習得するとともに､指導力及び勤番

能率の向上を固 LJます.

平成19年度

実 施 日 :平成19年 9月16日 (日)

試験会場 :旭市立第二中学校

参加団体 :4団体 (銚子市､旭市､匝瑳市､

匝瑳市横芝光町消防組合)

試験職種 :14職種 (-般行政職､保健師職､消防職等)

応募者数 .309名
受験者数 :277名 

新任職貫研修 二新規採用職員

中級職員研修 在̀職期間10年以上の職員

監督者研修 .係長又は同等の職にある者

他
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